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バンコク連絡事務所：チップさんの訃報

バンコク連絡事務所スタッフのチップさん（本名サムーチャイ・クライトンスック）が、2007年12月23

日、交通事故のため亡くなりました。1978年以来、バンコク連絡事務所に勤務し、最古参のスタッフ

であったチップさんは、誠実で几帳面、かつ機転も利くので、駐在員にとっては全幅の信頼を置ける

存在でした。また、チップさんは名コックでした。バンコク・オフィスで、多くの人々が出会い、集うこと

ができたのはチップさんの料理のおかげです。謹んでご冥福をお祈りいたします。みなさんからの

志しはご遺族にお渡しし、チップさんの供養にあてていただくようお願いたしました。

また、2008年4月5日、チップさんの出身地であるナコンラーチャシーマ県パックトンチャイ郡のル

ムカーオ寺で追善供養が営まれました。本学からは、神崎護准教授（農学研究科）、柴山守教授

（東南アジア研究所）、速水洋子教授（東南アジア研究所）、河野泰之教授（東南アジア研究所）が

参列しました。
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バンコク連絡事務所

チップさんのご葬儀写真

Photo1　チップさんと石井米雄先生（2004年12月22日撮影、ご逝去のちょうど3年前）

Photo2　モーターサイの事故現場（路面にチョークで印）



Photo3　搬送された病院

Photo4　集中治療室の入口付近

Photo5　葬儀の行われた寺の本堂



Photo6　納棺前にお別れをする柴山さん（2007年12月24日）

Photo7　連絡事務所が施主となった法要（2007年12月26日）（１）

Photo8　連絡事務所が施主となった法要（2007年12月26日）（２）



Photo9　連絡事務所が施主となった法要（2007年12月26日）（３）

Photo10　連絡事務所が施主となった法要（2007年12月26日）（４）

Photo11　大法要（2007年12月27日）



Photo12　祭壇と京都大学関係者の花輪

Photo13　京都大学総長尾池和夫先生の花輪

Photo14　東南アジア研究所とバンコク連絡事務所の花輪



Photo15　火葬場へ搬出する前の読経（2007年12月27日）

Photo16　火葬場へ運ばれる棺（１）（2007年12月27日）

Photo17　火葬場へ運ばれる棺（２）（2007年12月27日）



Photo18　火葬施設の前に置かれた棺（2007年12月27日）

Photo19　火葬場の前で（2007年12月27日）

Photo20　故郷コラートから参列した80人を超える親類縁者（2007年12月27日）



Photo21　チップさんが尊敬するお坊さん博士

Photo22　火葬前の供養（2007年12月27日）

Photo23　火葬前の黙祷（2007年12月27日）



Photo24　ご遺骨に花びらを捧げる（2007年12月28日）

Photo25　ご遺骨の供養（2007年12月28日）

Photo26　チップさんのご自宅



Photo27　ご自宅前で親族会議（2007年12月28日）

Photo28　ご自宅で退職金などのお渡し（2007年12月28日）
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Photo1　ルムカーオ寺の布薩堂。この門を、チップさんは、生前、寄進した。



Photo2　チップさんの名前が刻まれている。

Photo3　門の屋根の基部の白くなっている部分に納骨されている。



Photo4　ルムカーオ寺における供養。

Photo5　バンコクのワット・ポーからも僧侶が駆けつけてくれた。

Photo6　地元やバンコクから、多くの親類や友人が参列してくださった。



Photo7　チップさんの実家。3年前にお母さんが亡くなり、今は一番下の妹さんが一人で住んでおられる。

Photo8　チップさんのお母さんと姉妹。(前列左から)お母さん、お姉さん。(後列左から)チップさん、すぐ下の
妹さん。一番下の妹さん。

Photo9　十代のころのチップさん。


